
　
　

【教育目標】（※重点目標）

【教育方針】

○　生活経験を広げながら、集団の中で
　   生活する力を育てる。

　【小学部指導目標】 　【中学部指導目標】

☆めざす児童生徒の姿

　　　　　　　「明るく　たのしく　げんきよく」
　・「明るく」　主体的に、学びを重ねる児童生徒

　・周りの人と関わり合い、「たのしく」　学ぶ児童生徒

　・心身ともに健康で、「げんきよく」　活動する児童生徒

　・児童生徒一人一人を大切にし、楽しく学び合え

　　る学校

　・児童生徒の健康と安心安全を大切にする学校

　・保護者や地域から信頼される学校

2  挨拶、返事、自己決定など「表出する」力と、

　　自ら学習する姿勢、支援の受け入れなど「受

　　け取る」力を育てるような指導に努める。

　〇　生活の基礎となる力を育てる。

１　将来の生活につながり、社会生活や家庭生

　　活に役立つ力を育むことができるよう、一人

　　一人の学習状況を把握した支援に努める。

２　自己肯定感を高め、身に付けた力を生かし

　　て主体的に学習や活動に向かうことができ

　　るよう支援の方法を工夫する。

【ミッション】

３　他者と関わり、周囲と協力し合うような機会

　　を積極的に設け、集団の中で自分の力を発

　　揮できるような学習活動を工夫する。

スクールキャラクター

〇　社会生活に必要な技能や習慣を育成する。

１　指導内容を系統立て、目的が達成しやすいよう

　　に段階的な指導を行い、主体的活動を促すよう

　　に指導方法を工夫する。

２　生徒一人一人が集団において役割が得られる

　　ように工夫して、その活動を遂行できるような指

　　導に努める。

３　地域につながり社会に貢献するようなボランティ

　　ア活動などの機会を設定し、自己有用感を高め

　　るように努める。

　・豊かな人間性と高い人権意識のある教師

　・他の教員と共に専門性を高め合い、連携して指導力を発揮

　　できる教師

　・保護者や地域、関係機関との連携を図りながら、児童生徒

　　の支援ができる教師

☆めざす学校の姿 ☆めざす教師の姿

　【高等部指導目標】

１　分かってできる授業づくりに努め、児童の主

　　体性ややる気を育てる指導内容や指導方法

　　を工夫する。

児童生徒一人一人をよく見つめ、その能力や可能性を最大限に伸ばすとともに、自立し社会参加

するために必要な生きる力を培うことによって、明るくたくましく生きる人間の育成を図る。

自立と社会参加、社会貢献 ～「これまで」と「今」を「未来」につなぐ、ひろげる～

学びの連続性と

キャリア教育（※）

一人一人に応じ

た教育（※）

豊かな心の育成

（※）

学習環境整備と

安全指導
健康・体力づくり

家庭・関係機関

との連携
地域支援の充実

児童生徒の能力や可

能性を最大限に伸ば

すため、一人一人の実

態に応じた指導内容や

指導方法を工夫する。

自立し社会参加するた

めに必要な力を育成す

るため、12年間の学び

を見通して、組織的・系

統的に指導を行う。

児童生徒の豊かな人

間性を育むため、地域

社会との連携や学校

相互の交流及び共同

学習を推進する。

児童生徒が安全で安

心した学校生活を送

れるよう、学習環境の

整備や安全指導に努

める。

児童生徒の心身の健

康を保持増進するた

め、個々の実態に応じ

た健康・体力づくりに

取り組む。

教育活動の充実を図

るため、開かれた学校

づくりに努め、家庭や

関係機関との連携を

密にする。

特別支援教育におけ

る専門性の向上に努

めるとともに、地域の

センター的な役割を

果たす。


